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ッキングプログラム Nagasaki University Docking Engine（NUDE）を用いて、インフ
ルエンザウイルスの核蛋白質（NP）を標的としたスクリーニングを実行した。約 1万















イルス効果を示した。さらに NUD-1の抗ウイルス効果は H1N1および H3N2亜型の実験




考   察 
インフルエンザウイルス粒子構成蛋白質のうち、ウイルス増殖に必須でかつ変異が少
ない核蛋白質（NP）を標的蛋白質と定めた。NP蛋白質は３量体構造をとり、ウイルス
ゲノム RNA やポリメラーゼとともに転写・複製複合体（RNP）を形成する。NUD-1 は
NP蛋白質の標的部位に結合することで、NP-NP蛋白質相互作用を阻害、結果としてウ
イルス遺伝子の転写複製を抑制することで抗ウイルス効果を示すものと考えられた。
NUD-1 の抗ウイルス活性は、ウイルスの亜型によらず同程度であること、およびその
標的部位のアミノ酸配列は高度に保存されている事から、新たな作用機序を持った抗
インフルエンザ薬開発のリード化合物として期待される。 
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